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このような作業の後，00年から05年への
農家人口の変化率が将来的にも不変である
と仮定して，25年まで５年ごとの農家人口
を予測している。

２　推計結果
農家人口の実績値では増減率が00年の△

13.0％から05年の△20.0％へと低下し，05

年の農家人口は１千万人を割り込んで837

万人となっている（第１表）。こうした00

～05年の変化をもとにした予測値をみる
と，△20％強の増減率で推移する農家人口
は15年には527万人，25年には323万人とな
る。05年との比較では，前者は６割強，後
者は４割弱の水準であり，農家人口は今後
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はじめに
農家人口の大きなウェイトを占める昭和
一けた世代は，現在70歳代前半から80歳代
前半となっている。今後は，こうした年齢
層の減少に伴って，農家人口の構成が大き
く変化する可能性がある。
そこで本稿では，農林業センサスの県別
データをもとにした簡易なコーホート分析
によって，2025年までの農家人口の予測を
行う。

１　分析方法
本稿で用いるデータは農林業センサスに
おける「男女別・５歳刻み年齢別の農家世
帯員数」（都道府県単位）であり，分析方法
は00年から05年への変化を基準とし
たコーホート変化率法である。なお，
農林業センサスの年齢別世帯員数の
データは，05年から販売農家だけを
対象としたものとなった。したがっ
て，本稿の農家人口の予測には自給
的農家のデータは含まれていないこ
とに留意されたい。
分析に先立って，以下のようなデ
ータ処理を行っている。第１に，一
括りとなっている14歳以下の世帯員
数については，便宜上，３分の１ず
つ人数を配分し，「０～４歳」「５～
９歳」「10～14歳」の年齢階級を設
けた。第２に，０～４歳人口の将来
推計については，母親層となる
「女・25～34歳」に対する「男女
別・０～４歳」の割合（婦人子ども
比）を用いた。この婦人子ども比を
将来の「女・25～34歳」に乗じるこ
とによって，０～４歳の将来人口を
算出した。

44 - 106

コーホート分析による農家人口の将来推計

（単位　万人，％）

実
数 

増
減
率 

１，０４６．７ 

５１２．９ 
５３３．８ 

１３９．０ 
６１４．１ 
２９３．６ 

△１３．０ 

△１２．８ 
△１３．３ 

△２３．４ 
△１６．１ 
１．１ 

１．１ 

８．３ 

８３７．０ 

４１１．６ 
４２５．５ 

９０．０ 
４８２．４ 
２６４．６ 

△２０．０ 

△１９．８ 
△２０．３ 

△３５．２ 
△２１．４ 
△９．９ 

０．７ 

６．６ 

６６５．２ 

３２７．９ 
３３７．３ 

６２．５ 
３７７．９ 
２２４．８ 

△２０．５ 

△２０．３ 
△２０．７ 

△３０．６ 
△２１．７ 
△１５．０ 

△０．５ 

５．２ 

５２７．０ 

２６０．５ 
２６６．５ 

４６．０ 
２８３．５ 
１９７．４ 

△２０．８ 

△２０．５ 
△２１．０ 

△２６．３ 
△２５．０ 
△１２．２ 

△１．４ 

４．２ 

４１４．８ 

２０５．６ 
２０９．２ 

３４．３ 
２０２．８ 
１７７．７ 

△２１．３ 

△２１．１ 
△２１．５ 

△２５．６ 
△２８．４ 
△１０．０ 

△２．１ 

３．４ 

３２３．１ 

１６０．１ 
１６３．０ 

２４．１ 
１４６．３ 
１５２．８ 

△２２．１ 

△２２．１ 
△２２．１ 

△２９．７ 
△２７．９ 
△１４．０ 

△２．８ 

２．７ 

００年 ０５ １０ １５ ２０ ２５ 

合計 

男 
女 

０～１４歳 
１５～６４ 
６５以上 

合計 

男 
女 

０～１４ 
１５～６４ 
６５以上 

総人口（増減率）  
総人口に占める 
農家人口割合 

資料　農林水産省「農林業センサス」, 総務省「国勢調査」, 国立社会保障・
人口問題研究所「日本の将来推計人口」（２００６年１２月）        

（注）１　農家人口は販売農家を対象とし, その予測値は筆者推計による（以
下の推計も同じ）。９５年の実数（実績値）は掲載していない。 
２　増減率は５年間の変化を示す。        
３　農家人口割合の母数となる総人口の予測値は, 国立社会保障・人
口問題研究所の推計（出生・死亡とも中位推計）による。なお, 筆者との
推計方法とは異なる。 

実績値 予測値 

第１表　農家人口の推移予測（販売農家） 
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急速に減少していくことが予想される。
その速度は総人口より速いことから，
総人口に占める農家人口の割合は6.6％
（05年）から2.7％（25年）へと低下して
いる。
農家人口の内訳の推移をみると，男
女間ではあまり差はないが，年齢別で
は相違がみられ，０～14歳（年少人口）
と15～64歳（生産年齢人口）が大きく減
少する。特に，25年の０～14歳は05年
時点の３割にも満たない。これに対し，
65歳以上（老年人口）は減少傾向にある
ものの，増減率は△10％台と他の年齢
層の半分程度となっている。農家人口
の減少は若年者を中心に進むため，一
層の高齢化が進展するとみられる。
そこで，農家人口の年齢別構成の推
移を第１図でみると，０～14歳および
15～64歳の割合はいずれも低下している
が，65歳以上の割合は高まる。その割合は
25年には47.3％となり，同年の15～64歳の
割合を上回ると予想される。こうした農家
の高齢化のスピードは，全世帯と比較する
と際立っている。05年の農家と25年の全世
帯で年齢構成がほぼ重なることから，農家
の高齢化は全世帯より20年程度速く進行し
ているといえよう。
地域別の農家人口の推移をみると（第２

表），いずれの地域でも増減率のマイナス

幅が拡大し，65歳以上割合が上昇している。
なかでも山陽，四国，南九州，沖縄では，
25年の増減率は△40％台，65歳以上割合は
50％台の水準にある。農家人口の減少と高
齢化は，総じて西日本で顕著に進むと予想
される。

おわりに
00年から05年への農家人口の変化をみる
と，従来よりも減少速度が早まっている。
この変化率をもとにした本稿の将来予測で
は，農家人口の減少と高齢化が加速化し，
その傾向は西日本で強く現れる結果となっ
た。
販売農家を対象とした分析ではあるが，
こうした状況が広範に進行すれば，農村人
口の維持が極めて困難となり，それは農
業・農村構造に強く影響を及ぼすであろ
う。そうした問題への対応策として，今後
は高齢者の就農支援対策とともに，農業・
農村への人口還流対策が一層重要になると
いえよう。

（主事研究員　江川章・えがわあきら）
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（単位　万人，％）

北海道 
東北 
北関東 
南関東 
北陸 
東山 
東海 
近畿 
山陰 
山陽 
四国 
北九州 
南九州 
沖縄 
資料　第１表に同じ 
（注）１　１５年，２５年は筆者推計による予測値。      

２　増減率は１０年間の変化を示す。     

第2表　地域別にみた農家人口の推移予測 
（販売農家） 

２１．２ 
１６７．７ 
８０．３ 
６１．８ 
７３．２ 
３９．６ 
８３．４ 
７５．０ 
２３．２ 
４７．０ 
４４．３ 
８５．８ 
２９．２ 
５．５ 

０５年 

１３．７ 
１１４．４ 
４９．４ 
３８．１ 
４６．０ 
２４．２ 
４８．３ 
４６．９ 
１４．８ 
２７．４ 
２７．３ 
５６．２ 
１７．１ 
３．３ 

１５ 

農家人口 増減率 ６５歳以上 
割合 

８．５ 
７５．９ 
２９．７ 
２２．７ 
２８．２ 
１４．４ 
２７．１ 
２８．４ 
９．２ 
１５．４ 
１６．２ 
３５．８ 
９．７ 
１．９ 

２５ 

△３５．６ 
△３１．８ 
△３８．５ 
△３８．３ 
△３７．２ 
△３８．８ 
△４２．１ 
△３７．５ 
△３６．３ 
△４１．６ 
△３８．５ 
△３４．５ 
△４１．２ 
△４０．４ 

１５ 

△３７．６ 
△３３．７ 
△３９．９ 
△４０．３ 
△３８．７ 
△４０．６ 
△４３．８ 
△３９．４ 
△３８．０ 
△４３．８ 
△４０．６ 
△３６．３ 
△４３．２ 
△４１．８ 

２５ 

３５．５ 
３５．３ 
３５．８ 
３７．２ 
３５．２ 
４０．１ 
３６．２ 
３７．４ 
３８．１ 
４４．５ 
４３．１ 
３７．２ 
４４．４ 
４０．４ 

１５ 

４３．３ 
４５．７ 
４６．８ 
４７．６ 
４３．５ 
４８．７ 
４５．３ 
４７．０ 
４７．２ 
５４．６ 
５４．０ 
４６．８ 
５６．１ 
５５．３ 

２５ 

資料　第１表に同じ 
（注）　全世帯についての年齢別の予測値は, 国立社会保障・

人口問題研究所の推計（出生・死亡とも中位推計）による。 

１００ 
＜農家＞ ＜全世帯＞ （％） 

８０ 

６０ 

４０ 

２０ 

０ 
０５ 
年 

第1図　農家（販売農家）および全世帯の 
年齢別構成の推移予測 

０～１４ 

１５ 
～６４ 

６５歳 
以上 

１０ １５ ２０ ２５ ０５ １０ １５ ２０ ２５ 

３１．６ 

５７．６ 

９．４ 
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３３．８ 
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５３．８ 
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４８．９ 

４２．８ 
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７．５ 

４７．３ 

２０．２ 

６６．１ 

１３．８ 

２３．１ 

６３．９ 

１３．０ 

２６．９ 

６１．２ 

１１．８ 

２９．２ 

６０．０ 

１０．８ 

３０．５ 

５９．５ 

１０．０ 
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